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申請者名 株式会社はまなすインフォメーション

様式３号

マイナンバーカード マイナポータル マイナポイント e-Tax オンライン診療 地域オンライン行政

実施コマ数 4

体制図

講習会等の実施計画

支援員数 アシスタント数 基本講座：実施コマ総数 応用講座：実施コマ総数 相談会

４ ４ 24 4 8

電源の
入れ方等

電話の
かけ方等

アプリ等
ネットの
使い方等

メール等の
使い方

地図アプリの
使い方

SNSの
使い方

オンライン
会議

安心・
安全

実施コマ数 4 4 4 4 4 4

基本講座

応用講座

株式会社はまなすインフォメーション

北海道岩見沢市（連携自治体)

＜実施会場（予定）＞
①岩見沢市自治体ネットワークセンター
②岩見沢市北村環境改善センター
③岩見沢市役所栗沢市民センター

佐藤 裕（推進責任者）
サービス営業部（5名）
・企画、実施
・講師確保の調整
・広報、周知

施設管理部（3名）
・会場確保
・会場セッティング

・機材確保

情報政策課
・連携窓口
・関係部署との総合調整
・施設利用に係る調整

・広報、周知

情報システム課
・オンライン行政手続き講座の企画協力

福祉課
・高齢者・障がい者のニーズ把握
・企画内容に対する助言
・関係団体への広報、周知

・講師予定者に対する接遇、話法等の研修

高齢介護課
・高齢者・障がい者のニーズ把握
・企画内容に対する助言
・関係団体への広報、周知

・講師予定者に対する接遇、話法等の研修

IT寺子屋（講師外部委託先）

・講師確保の調整

※経歴等資料別紙



【ステップアップ式講習会】【講習会の企画】
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様式３号

講師の確保・養成・管理

③講師の管理

連絡・指示方法 頻度 共有情報

メール・電話 都度 講習会の開催、出欠情報、内容に関する変更等の共有

定例会議
講習開催

10日前、3日前
研修情報の交換の他、リテラシー講座に求められるニーズ等の共有

①講師の確保
地域における継続的なデジタル活用支援活動につながるよう、地域で高齢者向けパソコン教室を行って
いる外部団体より2名、さらに当社職員より2名を講師として確保予定。

②講師の養成
貴執行団体が提供する研修カリキュラムを受講し必要な知識・スキルを習得します。また、受講者同士で
研修内容の振り返りやディスカッションを行う場を設けることで、知識・スキルの定着や創意工夫を図ります。
連携自治体職員も研修カリキュラムを受講し講師間のディスカッションに加わってもらうことで、より地域の
実情に即しながらデジタル活用支援ができる講師の養成に努めます。

◆連携自治体、関係団体
とともに企画・実施

◆難易度が低めの講座から
スタートし、徐々に理解度
ＵＰ

1回目

2回目

3回目


